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一
　
はじめに
淀野隆三は、プルーストやジイド等のフランス文学の翻
訳者、明治大学教授、そうして何より、梶井基次郎の友人であり、梶井没後、数種類の『梶井基次郎全集』を編纂したことで知られている。一方で、彼自身も文学を志しており、そもそも梶井を知ったのも同人誌『青空』に参加したからであった。その『青空』全
28号（淀野が同人に参加し
てからだと
25号）の内、合計
10号に小説を載せ、編集後記
などを併せれば総計
18号に何らかの文章が掲載されてい
る。そういう意味では、 『青空』を構成する重要な作家及び編集者の一人だったと言える。 『青空』終刊後も、淀野は小説を書きつづけ、後に掲げる昭和
20年代に書かれた履
歴書の職歴の冒頭には「著述業」と記している。こうした文学者としての彼の創作活動を追ってみることも、あながち無意味ではないように思う。現在、棚田の元に淀野の履歴書および小説 草稿・断片と思われるものが何編かある。執筆時期のわからないものも含まれているが、「一九二四、 一〇、 二三」といった日付の付いた封筒に収められたものもあり、大半は『青空』胎動期の執筆状況を探ることが出来る史料と思われる。中には、梶井と重な ようなテーマ、あるいは書き癖のよう も も散見されるので、将来における淀野研究の そしてまた、梶井研究 周辺の資料として、以下に翻刻を示したい。 お、翻刻作業は棚田と本学大学院博士前期課程在学中 院生二人によるもので、後に示すような翻刻条件を定めた上で、週一度
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それぞれの翻刻を照らし合わせながら、本文を校訂するという作業をしてきた。 その上で各草稿の翻刻責任者を決め、本文の最終決定と、必要な注を付けることとした。 （翻刻責任者は、翻刻本文ごとに、文末に記してある。 ）
二
　
淀野隆三略歴
W
ikipedia
に略歴が記されているが、棚田の手元に淀野
自身による「履歴書」が二種類あるので それを示 ておきたい。一つ目は薄様の罫線の引か た和紙、袋とじ三枚
（六頁） 、青のペンまたはボールペン書き、一枚目、欄外右に鉛筆で「明治ヘ出ス」と書かれているものである。W
ikipedie
によると「戦後、佐藤正彰の世話で１９５２年
（昭和
27年）に明治大学文学部教授となった。 」とあるが、
これに関連するものであろう。　
明治ヘ出ス
　　
五月十一日
履歴書
本籍地
　
京都市伏見区両替町四丁目弐百九拾番地
現住所
　
東京都千代田区神田神保町弐丁目弐拾番地
氏名
　　　
淀野三吉
　
印（筆名隆三）
　　　　　
明治三十七年四月十六日生
学歴
大正十年九月
　　
京都府立京都第二中学校中途退学
大正十一年四月
　
第三高等学校文科甲類入学
大正十四年三月
　
仝校卒業
大正十四年四月
　
東京帝国大学文 部仏蘭西文学科入学
昭和三年三月
　　
仝大学々士試験合格
職歴
自昭和三年四月
　
至現在
（１）
　　
著述業
自昭和九年一月
　
至仝八月
　
法政大学予科講師
自昭和十二年七月
　
至昭和二十四年二月
　
合名会社淀野三
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吉商店代表社員（鋼材、機械、機械工具販売
　
鉄筋鉄骨工
事、管工事請負）
自昭和十三年十二月
　
至昭和二十四年三月
　
大阪精工所自
営（機械製作並ニ機械加工業）
自昭和十九年六月
　
至昭和二十年十二月
　
淀野重工業株式
会社代表取締役（製罐工事請負）
自昭和二十年七月
　
至昭和二十二年八月
　
第一電接工業株
式会社取締役（各種電気溶接棒製作）
自昭和二十二年八月
　
至昭和二十三年五月
　
株式会社高桐
書院取締役編輯長（図書出版）
自昭和二十三年五月
　
至昭和二十四年二月
　
仝社代表取締
役編輯長
自昭和二十六年五月
　
至現在
　　
株式会社三笠書房編輯長
学会並に社会に於ける活動
自昭和五年六月
　
至昭和七年五月
　
日本プロレタリア科学
研究所芸術研究会に属し、フランス十九世紀レアリスムの研究に従った。同研究所が七年五月プロレタリア科学者同盟と組織替えを行った時、常任中央委員・芸術部長として『マルクス・レーニン主義芸術学研究』を編輯した。この団体には昭和八年五月まで加盟。
自昭和五年六月
　
至昭和六年六月
　
季刊誌『詩・現実』を
編輯発行、古典および現代の新文学を紹介、これら海外
の文学との接触によって、わが国の新らしい文学に国際性を附与しようとする運動を志した。
自昭和七年五月
　
至昭和八年十二月
　
日本プロレタリア文
化聯盟中央常任委員として文化団体の統一活動に尽した。
自昭和九年四月
　
至昭和十年六月
　
文芸雑誌『世紀』を創
刊して、新作家の紹介に尽 た。
自昭和十七年六月
　
至昭和二十年八月
　
日本文学報国会近
畿連絡部常任幹事として、官僚的文学統制と便乗主義的文芸家に反対する内面的な活動 した。（翻訳書、論文、批評等については次の項に記した。 ）
自昭和十一年二月
　
至昭和十二年三月
　　
京都商工会議所
議員、交通部会所属。
自昭和十七年六月
　
至昭和二十二年一月
　
京都市会議員
（ボス政治と官僚的政治統制に反対、自由な政治的結合を主張して特高に睨まれた。 ）
自昭和十七年三月
　
至昭和十八年四月
　　
京都市翼賛壮年
団理事、後総務。 （昭和十八年一月一日より団則改正により総務となったが、四月末改選に際して、自由主義者の理由にて解任され 。 「理事会」では常に納得のゆく運動を主張したので、右翼派から何時も攻撃された。 ）
自昭和十八年六月
　
至昭和十九年七月
　　
京都市名誉職参
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事会員、
自昭和二十年十二月
　
至昭和二十一年九月
　
日本自由党京
都支部幹事・青年部長、常議員。
自昭和二十一年十月
　
至同年十一月
　
京都民主党執行委
員、書記長（憲法草案に於ける主権の所在について自由党本部と異見解だったので、 脱党、 地方政党を結成した。 ）
自昭和二十一年六月
　
至現在
　
新日本文学会、日本文芸家
協会、日 ペン・クラブ等の会員。
（＊このあとに「著書学術論文目録」として、十七件が掲載されている。これは後掲のもう一つの履歴書の方が詳しいので、そちらを翻刻することとし、省略するが、最終行は「ジイドの「ファッシズム」反訳」の項となっており、そこで唐突に終わっている。が、さらに同じ用紙、別冊袋とじ一枚（二頁） 、筆書きが存在 。右の履歴書に追加するような内容で、 「一、アンドレ・ジイド「日記抄」 」から始まり、 先の履歴書以降の著述データを追記（１０件分）したものとなっており、その末尾に）
賞罰
一、なし
右の通り相違ありません
昭和三十六年三月　　　　　　　　
淀野隆三
　
印
とある。同じく
W
ikipedia
によると、 「１９６３年（昭
和
38年）から１９６５年（昭和
40年）まで明治大学人文科
学研究所所長を務めた。 」とあるから、そのために作成されたものだろうか。
また、これ以外に、 「阪本越郎の乞うまゝに記す。 」と記
された履歴がある。これも以下に示す。
記
 　　
昭和三九年三月十二日、阪本越郎の
乞うまゝに記す。
　　
淀野隆三
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（本名
　
三吉）
一、明治三十七年四月十六日生
　　
一、京都市伏見区両替
町四丁目二九〇
一、大正六年四月
　
京都府立京都第二中学校に入り、大正
十年九月中退
一、大正十一年四月第三高等学校（文科甲類）に入り、大
正十四年三月卒業
一、大正十四年四月東大文学部（仏文学科）に入り、昭和
三年卒業。
一、大正十四年三月より「青空」同人となり、昭和二年六
月廃刊まで小説数篇を発表する （習作である） 。 この間、梶井基次郎に兄事する。また、三好達治を同人に加える。
一、昭和五年六月より日本プロレタリア科学研究所芸術研
究会に所属、七年五月日本プロレタリア科学者同盟と改称と共に、常
ママ
央常任委員、芸術部長、機関誌『マル
クス・レーニン主義芸術研究』を編輯、昭和八年五月まで加盟。
一、昭和四年（？
ママ
）より『詩・現実』創刊まで、 『詩と詩論』
に寄稿、
一、昭和五年六月より六年六月まで、季刊誌『詩・現実』
を編輯発行。
一、昭和七年五月、日本プロレタリア作家同盟に加盟、八
年五月、中央常任委員財政部長、昭和九年一月、法政大学予科講師就任直前、書記長鹿地亘 合議の上、脱退する。
一、昭和七年五月より八年十二月まで、日本プロレタリア
文化聯盟中央常任委員。
一、昭和九年一月、法政大学予科講師、八月共産党員の嫌
疑で、戸坂潤と共に馘首される。
一、昭和九年四月、文芸誌『世紀』を創刊、昭和十年六月
に廃刊。
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一、昭和十一年三月より郷里に帰り亡父の業を継ぐ（合名
会社淀野三吉商
会（２）
） 。他に、大阪精工所を自営（昭和
十三年十二月～二十四年三月） 、淀野重工業株式会社の代表取締役社長として、住友化学工業ＫＫ、神戸製鋼所、大阪金属工業ＫＫ、日本軽金属ＫＫ等と取引する（敗戦まで） 。この間、京都商工会議所議員、 （昭和十一年二月
　
仝十二年三月） 、京都市会議員（昭和
十七年六月～二十二年一月） 、京都市翼賛壮年団理事（十七年三月～十八年三月）その他の公職につく。
一、昭和二十二年十二月、日本自由党に加盟、京都支部幹
事、青年部長として政治運動、二十一年十月 自由党の憲法草案における主権在君に反対して同党を脱し同月、高山義三と共に、京都民主党を結成、執行委員書記長。
一、昭和二十一年六月、新日本文学会、日本ペンクラブ、
日本文芸家協会に加わる。
一、昭和二十二年八月よりＫＫ高桐書院に入り、編集長、
後代表取締役として良書の出版に努めて失敗、家産を蕩尽する。
一、昭和二十五年 月、単身上京、Ｋ 三笠書房に顧問と
して入社、 、編集長、常務取締役、二七年三月倒産寸前の仝社を再建の方向に置くと共に 退社。
一、昭和二十五年九月、明治大学講師、二十七年四月、教
授（文学部） 、今日に到る。昭和三八年五月、仝大学人文科学研究所長。
一、昭和
 六年
 
 マルセル・プルースト『スワン家の方』Ⅰを佐藤正彰との共訳にて出版。
一、
  
 七年
 
 「マルセル・プルーストの芸術について」（ 『 クス レーニン主義芸術学研究』第二輯。 ）
一、昭和
 八年
 
 「アンドレ・ジイドの転向について」 （ 『改造』十五巻八月号）
一、
  
〃
 
 「フランスのプロ文学運動について」 （ 『プロ文学講座』第二輯。 ）
一、
  
〃
 
 「梶井基次郎に就いての覚書」 （ 『文学界』十二月号）
一、昭和
 九年
 
 「ジイドについて」 （季刊『文芸評論』
（
ママ第
一年第二輯）
一、
  
〃
 
 『梶井基次郎全集』全二巻（六蜂書房より編集発行）
一、
  
〃
 
 アンドレ・ジイド『モンテーニュ論』 （三笠書房）
一、
  
〃
 
 アンリ・ドラン『ニイチェとジイド』 （建
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設社より高沖陽造と共訳出版）
一、
  
〃
 
 アンドレ・ジイド『日記（一八八九―一九〇四） 』 （建設社『全集』第八巻）
一、昭和
 十年七
 月
　「現代浪漫主義の一態度」 （ 『
日（３）
本
浪曼
派』
（
ママ第一巻第五号）
一、昭和
 十年
 
 シャルル・ルイ＝フィリップ『小さき町にて』 （岩波書店・文庫、 ）
一、昭和
   〃
 
 アンドレ・ジイド『日記（一九二九―一九三二） 』 （ジイドの転向日記）文圃堂出版、
一、
  
〃
 
 ジイド「ファッシスム」 （ 『作品』第四巻第七号）
一、昭和十二年
　『ジイド文学読本』 （竹書房、四月刊）
一、昭和二十五年
　『ボヴァリイ夫人』 （三笠書房）
一、昭和二十八
 年
　
フィトップ『ビュビュ・ド・モンパル
ナス』 （岩波書店
一、
  
  
 プルー ト『スワンの恋』 （三月～四月Ⅰ、Ⅱ、新潮社）
一、
  
 二十九年
　
ジイド『狭き門』 （角川書店）
一、
  
 三十年
　
プルースト『見出された時』Ⅱ（新潮社）
一、
  
 三十一年
　
ジイド『背徳者』 （角川書店）
一、昭和三十三
 年二月～七月
　
決定版『梶井基次郎全集』
全三巻（筑摩書房）
一、昭和三七年
 十一月
　
ラファイエット夫人『クレーブの
奥方』 （角川書店）
一、昭和三八年
 　「フランス後期浪曼派および初期実学派における
l ’A
rt pour l ’A
rt
の理論の研究」
（明治大学人文科学研究所『年報』 ）
（以上、担当
　
棚田）
後者は、 「阪本越郎の乞うまゝに記す。 」と用紙上にボー
ルペンで書かれ、挿入・削除等の書入れも多々あるので、正式な書類ではなく、阪本の心覚えのために書かれ渡されたものと思われる。阪本は詩人・ドイツ文学者であると同時に、御茶ノ水女子大学の教授でもあった で、非常勤の依頼といった用件があったので なかろうか。【注】（１）
 ここから先の履歴書の記事、 「自～」と「至～」の部分は、角書きになっている
（２）
 同（１）
（３）
 「コレノ同人デアッタ
ヲ書オトシマシタ。 」と横に書込
み
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三
　
草稿翻刻
草稿翻刻に当って、次のような翻刻規則を定めた。淀野隆三草稿
　
翻刻基準
①
　
草稿本文の「最終形」を提示する。＊
　
削除・挿入等について、一々示さず、その草稿における淀野の構想していたと思われる最終形のみを示す。
②
　
漢字については、 「見え方」を尊重し、旧字は旧字、新字は新字とし、略字（新字と同一の場合も）で翻刻する。
③
　
句読点は、 「見え方」により判断し、内容による判断は行わない。
④
　
改行による字下げも、③に準ずる。
⑤
　
解読不能部分について 、文字数分〇で示す。
⑥
　
ルビはそのまま翻刻する。
⑦
　
誤字・脱字等もそのままとし、ママと注記する。
⑧
　
内容において、分かりにく 部分については 各翻刻末に【注】を付し、解説す 。
⑨
　
促音・拗音は小書きとする。
こうした判断の理由については一々記さないが、大正末
以降の草稿であるという時代条件、草稿という原稿の性質
（完成度）などを勘案して、もっとも淀野の息遣いが分かる形式となるようにという判断によるものである。祖母と私一家祖母と私一家
　
小説（一月六日午後三時始む）
（一）一週間も雲の間から太陽をながめたことはなかった。今
日もまたしても軒場おつる雨だれが、滅入った氣分に伴奏する様に石をたゝいて居る。
氣のはやい蚊はもうボーフラの生活 終って人をさすこ
とを習ひはじめた。
私はその頃、華やかな○の高校生活 㐧一年を初恋のな
やみに苦しむで居た。恋になやむ者にとって中庭は楽園となるかと思ふとまたつかの に、地獄 な
雨にぬれて帰宅した私に、母は話しかけた、
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―
「勝雄！ほんとにもうおぢいさんやおばあさんにはこ
まってしまふわ。このじけ
く
して居るのに、むらさき
（１）
の
ついた手で障子や建具にさわらはるので、そこらぢうかびが生えさうになってるね。 」母は言葉をきって私の顔を仕事をやめて見た。私はその顔 同情を求める色をあき かによんだ。が私こそ同情してほしい今の心の状態だつた。「としよりにさゝんと女中にさしたらえゝのに」「それが女中がすると云ふうと、 『ほっといておくれやす』といつもの調子やから、何んとも云へまへんがな。こ 暑さに向ふのにいつも火ばちには炭をついでおいて、そ 炭も手でつかまはって、その手を洗ふてふことしやは たことがないよって、とだなでも真っ黒になってますのや」私は亦今日母と祖母との間に或は祖母 女中の間 、かるい衝突のあつたこ を母の
　
始じめの話しぶりで信じてし
まつた。「でも、おっかさんが、お
、
うめにおさしやすと云ふたらき
かはるやらう、 」「なにを、そんなことできかはりますもんか、私の云ふことなんど、目が悪るうなってからよけい気かはらへんようになりましたもん」「目がわろなったら 目の見えるもの うらやまし のやろ、まあ可哀そうな人 し けん などせんようにした
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らいゝがなあ」「けんかなんて誰れもし度い事はあらへんが、今日もおむめ（２）
が、 『とだなをお
うママ
きしませう。梅雨でじけ
く
します
から』と云ふたら、その挨拶がどうどす、 『ほっといておくれやす、目がわるうても、とだな位はふけます』と云ははるのどっすやろ、おむめが可哀さうやし、妾もつい云ひましてん」「もう云はんといて 俺 ばあさんに、あんば 云ふさかい。目がわ いのが一番悪る ね」
私はかばんをほりだして
（３）
、急ぐ制服のまゝで「隠居」に
いった、なるほど隠居は主
オモヤ
屋にまして陰氣だったし、じめ
ついて居た。「ただ ま」 「おかへり」といつもの挨拶をしてから、私は急ぐに「おばあちゃん、梅雨でしけるよってお
、
むめ
、
にそ
こらおふかしや。なにも遠慮することあらへん ないか、この障子でもきたないこと。へえ。えゝか、おさしや」
私は祖母を十九の今日も「おばあちゃん」と云ってよん
で居るほど、私と祖母とは仲がよ った 祖母は私一人を孫と思って居るらしかっ 。 （私には三
人（４
の）
妹がある）そ
して私も祖母の盲愛
（５
に）
対して払ふべき義務を痛切に感んじ
て居た。 の云ふことに祖母は決 てさから つた。父のこえも祖母は唯々ときいたが、私のをより以上に祖母
はきいた。「あ、してもらひます。 」「してもらひますて、今日もことわったんやないか、 」「ごはんをたべ 、ほっとしたとこやのに、しりから○のたつ様に、とだなをふきます云はれても、ふいてもらえへん。 」「そんならあとで 、うまく云ったったらえゝねや、そうやろ、え、そうおしや。おこらした そんや、奉公人はらかして使は 」「へえ
く
わかりました」
祖母はいつもの様な半分なげやりな、半分親しみの言葉
でこのまづい会話をうちきった、そ 気候のことや 私の試験のことをきいた。西の家（私の書斎のある別荘だ）はこ 家より川の傍やから蚊が多いだらうなとど
ママ
き
いた。そして私はやゝ軽き心になってから「さっき云ふたこと ろしか。 おむめもおつかひや」 云った、祖母は何時も 返事をした。
そして私は「さいなら」と云って長火ばち 傍を離れた。
「もう送らんかてもよい、 」 とだな たよりに送らうとする祖母を坐らせて私は主家に来た。一歳上の女学校三年の隆子も小学三年の法
ヒロ
子も帰へって、また母と祖母のこと
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を話して居た。「おかあさん、具合よう云ふといたけ、もう、あんなことのない様に皆氣をつけないかん折角面白い家が氣まづうなるよってな」「あんばい云ふてはったら、誰もすきやこのんでけんかなんてす も あらしまへん。さあ、おたべ、先きに皆よばれてますね」と母は金鍔をだしてくれた。私は一つをたべながら「目もわるいねし、義理やちふひけめもあるのやし、あんばいしてあげないかん 云った。さ きから私と母の会話をきいては、母の顔を見て居た隆子は「目が悪るかつたら、自分でお なしう たらえゝねやそれをえらさうに御隠居さんがぼ
ママ
するさかいに、嫌らはれ
るのや、わてかて、可哀 ったけるけど、 んな小面にくい人！」「馬鹿、 だまって」と私はとがめた。 お前等は女やしもと心切にしたげてもえゝやな か、自分 方から親切にしたげたら、 おばあさんでもちゃん しやはるにきまってる」「あほらしい。なに云ふてはんね。にいさんがおふろへはいる時には手拭や、湯上り とばた
く
しやはるけど、妾
等が『おさきに』云ふても返事もしや らへ 。 ってからでもさうやだまってしらん顔し やか
ママ
んね。あんな小
面にくに誰があんばい云ふてやるもんか」
私は争ふことは無駄○なことを知って居たので、これ以
上この話題を追ふことをさけた。実際私は、祖母を愛してやれと人に強制することができぬ、ひけ目を持って居た。それは祖母が私一人を愛することだっ 私のためには、祖母はしんでもしてくれ と云っても ゝ 帰りがおそいと主屋に
○（６）
回となく、 「まだか
く
」とよぼ
く
と
だママ
つねに来る。風呂がたつと勝雄 一番にと私をよぶ。私は祖母のアイドルの様な節がある。
この点が、他の人々に祖母がきらはれるにあづかって力
があるのだ。私自身もあまりのおせっかいに腹立しくなることがある。ことに妹たちと、「にいさん、おばあさんがやか しいのよ、早うお風呂おはいりな」「先にはいりたかったら、はいれ」「そんなこと云ふたて き はらへん」「よし俺がは
マ
入マ
らう」なんどと、祖母に「私のことをあん
まりやかましい云 んときや」と叱る様に云ふこともある。がやっぱり「 ばあちゃん 云って は祖母を大事にして居る。祖母は、たとへば、無縁の石塔で、私は、れに水かける親切な参詣人だ。ことに、その無縁 石塔に数々の幼時の思ひ出を刻みこんで居る私は、どうし も祖
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母をほっておくことは出来ない。【注】（１）
 醤油のことか？
（２）
 「おうめ」をさす。
（３）
 「ほうりだす（放出） 」の京都弁か。
（４）
 四枚目欄外に
 
私勝雄十九
 
女学校四年
　
十六
 
小学三年
　
九
 
とあるが、作品中では「三人の妹」と記してある。
（５）
 むやみに可愛がること。
（６）
 「幾」か？
　
 
（担当
　
芦木）
弁当
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短編「辨当」―
私の小学校二年の時のことです。
勿論、幼稚園の時から、女の子と遊ぶのに一種のこだわ
りを
―
もっといゝ言葉をさがせば、つまり優越感とパト
ロン的な気のまじったものでせう
―
そのこだわりを感じ
ないでは、居られなかった私は、二年の時にもう、異性と云ふものを対象に求めて居ました。しかし根が小さい子供ですから、今の様に、恋と打ち明けると云ふ様なことが勿論ありませんでしたが、私は、子供なり 考へと表現で、切ない胸を打明けた でしたよ。
―
と前置きして大場君
は話し始めました。―
教室の南には、可成り広い運動場がありました。そし
て生徒は、女も男も只この運動場 、休みの時間をすごすことを先生から教へられて居 した。若し休みの時間に教室に居て、軍隊の週番仕官をまねてた、上級生の週番や先生達に見つけられたらこ
、
とでした。そして盗難の汚名を
もひょっともするときせ れるかも知れ 、誰れも教室には残りません。
丁度三時間目が終わった時でした。私も同級生の少女や
少年と一
（１）
共に運動場に一度は出ましたが、便所に行く風を
して又教室に只一人もどって来ました。なんだか悪るいこ
とをすると云ふ様な感じを、やっぱり抱いて居ましたが、もどらすには居られなかったのです。立ってはいると運動場からも又教室の北側に健って居る教空
ママ
室からも見えます
ので、私は前後 気を配り がらほとんど亀の様に って教室にはいりこみました。勿論大きい目的を私はも 居たのです。―
二年はまだ女と男のが混
マジ
合って居ました。男の組長が
私で女の組長は大平道子と云ふ人でした。私が人
○
と云ふの
には訳がある 道子さんは、実際母の のする少女でした。私より背も大きい様に記憶して居ます 、一言で説明するならば、日曜学校の先生と云ふタイプでした。そして彼の女は実際キリスト教日曜学校長の愛
マナムスメ
娘でし
た。私は道子さんには んだが
ママ
母と、年上で、私を世話し
て下さる人と云ふ様な感じで接して居ました。「大場さん、私が今日は当番ですから、あなたがのこらいでもえゝわ』
ママ
と江戸ッこでもある大平さんは京都辨と江戸
辨とのまじった言葉をつかひました。それが又母と云ふ感じを深くしたのでせう。その大平道子さんに はたしかに恋をかんじて居たのです
それからもう一人の男の子のことをお話ししなければな
りません
マ
それは石原保と云ふゲホ
（２）
ーさんの様な頭をした頭
ばかりの男の子のこ す。そのゲホー頭は後ろにそって
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ました。私等は石原の「なぎなたゲホー」とはやしたものです。
その男の子は大人しいいゝ子でした。つまりこのゲホー
サンと道子さんと私と三人の間に起った事件なんです。お話はもとにもどりますが、私は盗みでもする気で教室にしのびこみました。そ て大平道子さん 席と、石原の席から辨当をとりだしたのです。そしていざり 様に両手に辨当をはめて、教壇の横の教室の隅にある三角柵、の一番上に、よく生徒の目につくところにそれをかさねておきました。大平さんのは赤い花模様だったと思ひますし、女と男の辨当だと云ふことは一目で明瞭 らを重 で
ママ
お
くと私はぱ
○
っとして、 教室をまたはひだしました。やがて、
四時間目の鐘がなって私達 教室にはゐりました先生の授業をうけたのです、出る時 次 時間の道具を出しておく規則な で、誰れもはいった時 机を明けることは許されません。大平さんも石原も自分達の辨当 紛失は知りません。
私はそれから、先生の目をぬすんでは、近所の生徒にあ
の三角柵を見ろと合圖した です。私 周囲の のは、組長さんの私の手下でしたからみな見ることは見ましたが、それが誰れのものかわかるまでは、別に大した興味をひかれなかったことはたしか す。私は今誰れ だ 名指して
はした私がば
○
れると考へましたので、知らぬ風をして居ま
した。おひるの鐘がなりましたので先生は「みな静かに御あがりなさい」と云って出て行かれました。
私は「うまい」と思ひました。その次の瞬間、私の前の
生徒が一番に、 「あんなことしときよる誰れや。 」と辨当のことを云ひだしました。臆病な石原 、母の様な道子さんは、各々の性格まるだしで、べん うをとりに行きました。その時 私は大将になって、 「
あ、
やしい、
あ、
やしい
」とは
やし立てたのです。が、私の附近の四五人の級のものはなんのことか知れませんので、初め ばんやりみつめて居ましたが私たち はやしかた 猛烈なので、ついそれに って、手を只訳もなく ゝいて「あや い、あやしい」を合唱しはじめまし 。石原の其の時 顔と、道子さ の「子供にはこまる」と云った様なしかも子供ら はにかみを私は今でも忘れられません。そして私はまだ
く
はやしま
した。とう
く
石原は泣きました。道子さんはみんなを叱
る様に制して、石原のわきに来て、なぐさめ、はじめた。私を除いた時の のはピタリと「あや い」 やめました。その時私は只一人見 なされて、 「あ 」まで云って、改めて石原と道子さんを見 。 は石原が道子さんにすかされて居るのをじっと ました。ほん うにじっと見ました。 （なんと云ふ結果だ。 ん こ なら 亀の
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まねもしないに）と胸か
ママ
つかへて来ました。その時私の目
は道子さんの目にあったのです。その日の辨当のまづかったこと。
―
大場君はこゝで話をきりました。そして、
道子さんは「こまりますね」 云った顔でした。―
君が僕を恋愛病患者と云ふのはもっともだよ。
―
と
私をみつめながら、で 悲しく笑って ひました。―一九二五．一．九―
　「終」
附記（恋愛病患者と云ふ仏ランス語を知りたいと思ふ）
一．
二年甲組の組長の信吉は、他の生徒を便所でま
、
ゐて、只
一人自分の教室に通ずる廊下を、前後左右に気を配りながら、亀の様にはって居る。
教室がすぐ隣
マ
った南の運動場から、女の子や男の子のは
ねまわる声がきこえる
ママ
来る。が、亀の信吉の耳にははいら
なかった。遂々、彼が休みの時間にはいることを禁ぜられて居る教室にはゐるや否や一度首をもたげで、運動場の方を見たが、誰れも窓に登って居 ものなど なかった。彼は中腰になった。そして一番うしろの列のひとつの机から白木錦のフロシキでつゝむだ弁当をとりだした。
彼はその時、もう一度、今度は運動場と反対の教員室の
方を見た。週番の上の生徒の姿 なかった。彼 、ワッ
一番前列の運動場に近い机から、友禅フロシキの辨当をとりだした。そしてすぐそばの三角用柵の上へ、花模様を下にして、白木錦 弁当をかさねた。その時信吉はほっとした顔色を浮かべた。そして次の瞬間には又亀 姿勢で教室を出て行った。もう誰れも居なくなっ して又一しきり運動場のよろこびの声が窓がらすをひゞかせして居る。
二（３
．）
【注】
（１）
 「一緒」の意味と思われる。
（２）
 ゲホーは外法。ゲホー頭（外法頭）は上部が大きく下部の小さな頭のこと。
（３）
 章数字のみが書かれ、以下の本文はない。 （担当
　
齋田）
短編三つ（ 「花街に近き踏切番の独白」 「詩人」 「夜警」 ）
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「花街に近き踏切番の独白」
情景
後憬に紅橙の軒を並べる。中央左より番小屋（半間此方
位）
番小屋の右 中央に道路。遮断機あり。
一景。
―
この不 氣にやっぱりこの道ばかりは変らんて。
へゝゝゝゝ。こっちも向ふ岸もこの燈のちょっとついたところは素敵ぢゃねいか。乙に三味まで流れて来るぜ。なんだ、 「悪
ど
（め１）
せずとも
―
」だ。しゃれるない。まだ宵の
口だせ
ママ
。畜生たんと騒ぎやがれ。
二景
―
もうかれこれ十時だらう。畜生、向ふの二階の光
景はどうだ。幽霊 って、もっと元氣にやるぜ。俺があの中に居たら、あれでおかすものか。騒いて
ママく
二階をふみ
やぶってやらう。おっと俺は六十円の会社員さまだ。「ぶ
、
すかゝあの御亭主様だ。 けど、 この道は金とは別だとよ。
へゝゝゝゝゝゝ。―
うん中書島
（２
行）
きか。邪魔くせい。この通ったあと
の冷い風はどうだい。それに 畜生め、酒と女 香をまぜて。やせるぜ。やりばがないぜ。あんばいやったれ。
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なんだ、一軒電燈を消したな。うんあすこも。くたばっちまへ。また消しやがった。今頃は。へゝゝゝゝゝ。―
（前に車がつかへて居ますから少々おまちを願ひ
ます）だと、なんだ。こんなところで止めやがって。それにこれやどうだ（あなた。変な ころで止まったわね。あ旦那、あの赤い燈の右隣りが、今居たとこよ。 ）（うんさうだな）（今、初ちゃんは、山川さん ・・・）（そうやくなよ。お前には俺があるぢゃないか）（あらいやだ。 ）（いてゝ
―
） だと。 こいつ！つめり
（３
で）
もしやがったんか。
よせ
く
。馬鹿にするな。乗客にならあてつけろ。
踏切番の俺様がこゝに夜風にたってら るんだぞ 早く発車しろ。（お待さま。チンチン）か、よしこれでよし。だが、電車が行くと、 た向ふ側が癪だせ
ママ
。 一なん去れば又一なんか。
お、寝間着ががらすにうつった。きっと「おゝさぶ」位でくらいつくんだらう。そ 手はないや。うちのぶ
、
すか
、
、ゝ
あ
でもそれややる 。 「あら蚤だわ」 と、こいつはいけめい
（４
。）
今冬だ。ぢゃ一体どれがいゝんだ？やにはに「こっ
ち向け」か。こ は情がねい ぢゃ足でもからむか 面
白くもねい。明日の晩まで、あのぶ
、
すかゝあを待たにゃな
らねいか。ちゑっ。明までか。―
（あなた又早う御出よ。まってゝよ）畜生。こゝ
でもか、―
（へえっ、いつもその口にのせられ 、わしゃこ
の足で来るわいな、ゲエッ！さよなら！。 ）しゃれでもないぜ。……（一人で、 ぬときゃ面白くもないな。でもあればかりは、 忘られぬい。へゝゝゝゝゝゝか おい電車いゝかい。なんだ、不景氣づらで、一ぺん位遊んでこい）―
ほっておきねい。差配はうけぬ。
―
うむ……。くそ。たまらねい。よし。衝突なら衝
突しろ。俺をこん 茶屋町ノママ近くにおくのがわるい大体この電車ほど、 花街をぬける電車は い。あゝ。畜生行ってまうぞ くそ。
旗も警燈も捨てられる。 番人は道をおくへかけこむ。電車の音右手に起る。
　　　　　
幕。
　
皇（５）
后陛下が只一人で御○下になったので、○ノ内では
万一に具へる為めに夜警が、 その夜 ら杖をひき じめた。
その夜もいつもと変りなく、なんのこともなかった。次の夜も夜警は廻った。けれども何事もなかった。三日目に、ふるまひ酒に狂った夜警は、杖を振り廻しな
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がら、勿論、本分を忘れてしまって、戸毎にわめきたてた。
あるところでは、 「戸、しまりよいか」と。がある家の
戸をかたつかせて、「目をむい
て（６
、）
おしやす」とやった時まだ新床の香さめ
ぬ新夫婦は、驚きのあまりとび起きた。が、一瞬の後には、二人は夜の魔の網にからまれて、力なくあかときへとよこたはる。
それでも夜警は二三日続いた。 （三十日書きなほす）
【注】
（１）
 無理やりひきとめること。歌舞伎蔦紅葉宇都谷峠（文彌殺し）に「何も女郎買ひにでも行くといふのぢゃあなし、わる留（ド）めをするにゃあ及ばない」 の記述がある。
（２）
 京都市伏見区の地名。
（３）
 指先でつねること。京都や大阪、富山、愛媛など広 地方で方言として用いられている。
（４）
 「いけまい」の訛りか。
（５）
 同一ページに記してあ 。 「夜警」だと思われる。
（６）
 目を開いて、起きて いう意味か？詩人。
若き詩人の心は、春の思きにつゝまれながら、なまぐさ
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い血の池のよどみの上を飛行
ギョウ
して居る。でも下駄の音のさ
むいこと、その時浪花節のこゑで自転車が唄ふ「紅燃ゆる丘の上
（１）
……」
詩人はこゑ高く叫んだ。「おゝ友よ、そんな風には」新月は光って居た。
　（一一、 二九）
夜警、
―
皇后陛下が只御一人御○下になった。
それで夜警は杖をひいた。その夜、神様が、魔の網を、
新ニヒドコ
床
にはった時。その表戸をかだ
ママ
つかせて「目をむいておしやすや」とふるまひ酒が 警をけしかける。でも魔の力は網の糸は一瞬の後いよよ
（２）
かたく二人をはりつ
けた。
―一九二四、 一一、 二九―
【注】
（１）
 旧制第三高等学校の寮歌
（２）
 いよいよ
（以上
　
担当
　
芦木）
（以下、次号に続く）
（
 たなだ
　
てるよし・実践女子大学教授
 
 あしき
　
あやこ・実践女子大学大学院
 
さいた
　
しょうこ・実践女子大学大学院）
